
ヒ - タ - 断 線 警 報 器
警報出力 ：リレー接点１Ｃ　定格ＡＣ２４０Ｖ０．１Ａ  抵抗負荷

ＦＡＬ－２１－１ 形状 ：盤内取付型　プラグインタイプ（ＤＩＮレール取付対応）※ｿｹｯﾄ：11PFA相当品　別売り

ＦＡＬ－２１－３ 絶縁耐圧 ：各入出力間　ＡＣ１５００Ｖ／１分間

絶縁抵抗 ：各入出力間　２０ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖメガ計）

仕様書 [RoHS対応品］
計器周囲条件 ：０～５０℃　９０％以下（結露なきこと）

取扱説明書
重　　　量 ：３５０ｇ　（単相）　　　４３０ｇ　（三相）

         ・動作原理
（１）　　電流検出器（ＣＴ）にて、負荷の線電流を検出し、電圧に変換して除算回路にはいる。

（２）　　電圧検出器（Ｔｒ２）にて、負荷の線間電圧を検出し、電流設定器と警報設定器を経て除算回路にはいる。

（３）　　除算回路にて、両入力を比較、除算し、シュミット回路を経てリレーを駆動させ警報出力を出す。

（４）　　電圧と電流を検出している為、負荷電圧が変化しても双方が同じ割合で増減する。この変化により電流が
　　　　　減少しても、警報は出ない。従ってｻｲﾘｽﾀ位相制御等による電源装置に使用しても当器は適用できます。

（５）　　負荷の電圧が約１５％（定格100Vの場合15V、200Vの場合30V）以下の時は、誤動作防止回路が作動し
　　　　　警報出力は出ません。

2

ヒーター断線警報器

 型　式　　ＦＡＬ－２１－１ 　 単相用

　　　　 ＦＡＬ－２１－３ 　　三相用
・仕　様

計 器 電 源 ：ＡＣ１０５Ｖ／２１０Ｖ　±１５％　５０／６０Ｈｚ　単相用

：ＡＣ２１０Ｖ　±１５％　５０／６０Ｈｚ　三相用

ヒーター容量 ：ＡＣ１００Ｖの場合 ０．５ＫＷ
　　　　以下直結（負荷電流５Ａ以下）

：ＡＣ２００Ｖの場合 １．０ＫＷ

※負荷電流５Ａ以上と三相仕様の場合、外部Ｃ，Ｔを付けて下さい。

負荷設定範囲 ：１～５Ａ（特殊仕様 0.5～2A）

警報設定範囲 ：３～５０％

負荷設定精度 ：±３％

警報設定精度 ：５～３Ａの時　　±３％

：３～１Ａの時　　±５％

：１～0.5Aの時　 ±１０％

検 出 方 法 ：負荷電流及び負荷電圧
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homepage   http://www.forest-ele.co.jp/



　　　　　ＦＡＬ－２１－１　ソケット結線図
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　③　さらに設定ﾗﾝﾌﾟと警報ﾗﾝﾌﾟが点灯する位置を ・外形寸法図
　　   見つける。

　④　以上で電流設定は終了です。

（３）　　警報設定
　　　　　ヒーター負荷の劣化及び断線本数の度合
　　　　 を設定する。

例１）　　ヒーター１本使用で、ヒーターの劣化の度合
　　　　が２０％ダウンした場合、警報を出したい時
　　　　は、警報設定ﾎﾞﾘｭｰﾑを２０％に合わせる。

例２）　　ヒーター9本使用で、1本の断線を検出し
　　　　断線警報を出力したい場合は、警報設定
　　　　ﾎﾞﾘｭｰﾑを1０％以下に合わせる。

（３本並列のΔ結線の場合）

ＦＡＬ－２１－３　ソケット結線図

・設定方法
（１）　　設定は規定の結線等が完了した後、計器電源
　　　　・ヒーター負荷の平常運転を行い、安定時間
　　　　(３分以上)を設けて設定する。

（２）    電流設定
　　　　①　警報設定ﾎﾞﾘｭｰﾑを目盛りの０％に合わせる。

　　　　②　負荷設定ﾎﾞﾘｭｰﾑを左右に廻し、設定ﾗﾝﾌﾟの
　　　　　点灯する位置を見つける。
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FAL-21-3は( )内の
寸法になります。

周囲の温度上昇を防ぐために図のように
間隔をあけて取り付けるようにして下さい。


